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放課後になると小学生がたくさん集まる。

小さな子を連れた親や、高齢者の団欒の

場にもなる。

町の中心にあり、人が行き交う親水公園

とデザインスペースの道をつなぐことで

人の流れを呼び込む。

町に対して 2 重の扉を設け、プライベー

ト性を調整できるようにした。

区立横川小学校　校庭

横川公園

大横川親水公園

大横川親水公園

デスクスペース
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　デザインスペースのゾーニング
　　機能が敷地をまたいで繋がることで道で雰囲気が切られることがないまた、道向かいの関係で連携しやすい機能を設けることができる。

　　ひとつながりの中にも町の道との交点ごとにみせる表情が変わっていく。
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9　賃貸住宅

10　賃貸住宅

3　キッチンスタジオ

4　レストラン

1　Office Tsuchiya - 模型庫

3　革靴工房

4　賃貸住宅

1　ファブラボ - 木工室

2　ファブラボ - 木工室

3　ファブラボ - 機器室

4　プロジェクトルーム

5　プロジェクトルーム
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1　Office Tsuchiya - ミーティングルーム

2　Office Tsuchiya - ワークルーム

3　Office Tsuchiya - プレスルーム

4　Office Tsuchiya - 書庫

6　CG スタジオ

8　WEB デザインスタジオ

11　SE デザインスタジオ

12 〜 16　賃貸住宅

1　プロジェクトルーム

2　プロジェクトルーム

3　プロジェクトルーム

4　Office Tsuchiya - 模型室

5　フォトスタジオ

6 〜 8　賃貸住宅

1　ダイニングキッチン

2　ダイニングキッチン

5　フラワーデザイン

6　賃貸住宅

7　賃貸住宅

8　賃貸住宅

3　こどもライブラリー

4　ミーティング・イベントルーム

5　ミーティングルーム

6　ライブラリーダイニング

7　ライブラリーダイニング

2　シェアオフィスルーム

1　ダイニングバー

2　レジデンスラウンジ
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5　シャワールーム
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書架を「壁に這わせる」デザインスペー

スのもつ要素が町との境界となる。

壁に沿ってレストランの屋外スペースを

設ける。

レストランの間を抜ける道。奥にはレジ

デンスのラウンジがみえる。BAR になる

夜は道を中心に賑わいが溢れ、人を引き

込む。

周辺のボリュームに合わせながら「抜け

る間」をつくる。そこから視線が抜ける

ことでクリエイターたちが行き交う様子

が町から伺える。

建物が密集する中にも光をとり「緑の住

人」をおくことで道が動線としてだけで

はない豊かな効果を生む。

人が集まりやすいイベントスペースの周

りには大きな光をとり、緑の居場所わ多

くつくり公園のように。

町との堺に屋内の間をつくる。移動空間

や、物置として「間を使って」町にデザ

インスペースの表情や行動が溢れ出るよ

うにする。緩衝空間的な役割も果たす。

隣地境界と建物の間は屋外で使用する道

具の簡易的な置き場所になる。

道に沿って縁側を配置する。「道をちょっ

と借りて」子どもたちの集まる場、町の

人の一服場所になる。

模型室の裏手にまわるデザインスペース

の道を大型搬出入にも使えるようにした。

模型室から直接、積荷することができる。

N

John Pawson

SANAA

BIG

SANAA RCR Arquitecto

hue+ Junya Ishigami

BMW グッゲンハイムラボ BIG

Herzog&De Meuron TENTOSHI

CG デザイン

建築デザイン

WEB デザイン

SE デザイン フォトグラファー

出版デザイン

レジデンス

ファブラボ

フードデザイン

印刷会社

小工業 / 工場

安政 2 年

安政 2 年

明治 2 年

明治 2 年

昭和 22 年

昭和 22 年

建築事務所

周辺の町

1 57 1992 Ⅱ Juan	Navarro	Baldweg 1982-1992

2 67 1994 Ⅲ Bolles+Wilson 1990-1994

3 70 1994 Ⅴ Spanish	Architecture 1994

4 73 1995 Juan	Navarro	Baldweg 1992-1995

5 76 1995 Ⅴ Spanish	Architecture 1995

6 83 1997 Ⅰ Peter	Eisenman 1990-1997

7 85 1997 Ⅲ Wiel	Arets 1993-1997

8 53+79 1998 OMA	Rem	Koolhaas 1987-1998

9 65/66 1998 Jean	Nouvel 1987-1998

10 88/89 1998 Ⅰ Worlds【1】 1998

11 91 1998 Ⅲ Worlds【2】 1998

12 94 1999 Ⅰ Neutelings	Riedijk 1992-1999

13 96/97+106/107 2002 In	Progress 1999-2002

14 98 1999 Ⅴ Rafael	Moneo 1995-2000

15 65/66+95 2000 Alvaro	Siza 1958-2000

16 60+84 2000 Herzog&De	Meuron 1981-2000

17 102 2000 Ⅳ Annette	Gigon 1989-2000

18 104 2001 Ⅰ Dominique	Perrault 1990-2001

19 105 2001 Ⅱ Bolles+Wilson 1995-2001

20 108 2001 Ⅴ Steven	Holl 1998-2002

21 109/110 2002 Ⅰ.Ⅱ Herzog&De	Meuron 1998-2002

22 112/113 2002 Ⅳ.Ⅴ Jean	Nouvel 1994-2001

23 114【Ⅰ】 2003 Ⅰ Sauerbruch　Hutton　Architects 1997-2003

24 114【Ⅱ】 2003 Ⅰ Niric+Njiric 1997-2003

25 115/116【Ⅰ】 2003 Ⅱ.Ⅲ Foreign	Office	Architects 1996-2003

26 115/116【Ⅱ】 2003 Ⅱ.Ⅲ Mansilla+Tunon	Arquitecto 2001-2003

27 115/116【Ⅲ】 2003 Ⅱ.Ⅲ RCR	Arquitecto 1999-2003

28 117 2003 Ⅳ Frank	Gehry 1996-2003

29 118 2003 Ⅴ No.Mad	Cero 2001-2004

30 119 2004 Ⅰ Work.Systems,Spanish	Arquitecto 1996-2001

31 123 2004 Ⅴ Toyo	Ito 2001-2005

32 124 2005 Ⅰ Eduardo	Souto	De	Moura 1995-2005

33 126 2005 Ⅲ Xaveer	De	Geyter 1992-2005

34 127 2005 Ⅳ John	Pawson 1995-2005

35 128 2005 Ⅴ Josep	Llinas 2000-2005

36 129/130 2006 Ⅰ.Ⅱ Herzog&De	Meuron 2002-2006

37 131/132 2006 Ⅲ.Ⅳ OMA 1996-2006

38 133 2006 Ⅴ Juan	Navarro	Baldweg 1997-2006

39 134/135 2007 OMA 1996-2007

40 136/137 2007 Ⅲ.Ⅳ Work.SystemsⅡ,Spanish	Arquitecto 2004-2007

41 138 2007 Ⅴ RCR	Arquitecto 2003-2007

42 139 2008 Ⅰ SANAA 2004-2008

NameN.

43 140 2008 Ⅱ Alvaro	Siza 2001-2008

44 141 2008 Ⅲ Steven	Holl 2004-2008

45 142 2008 Ⅳ Architectural	Practices.Spanish	Arquitecto 2008

46 143 2008 Ⅴ Gigon	Guyer 2001-2008

47 144 2009 Ⅰ EMBT 2000-2008

48 145 2009 Ⅱ Christian	Kerez 1992-2009

49 146 2009 Ⅲ Souto	De	Moura 2005-2009

50 147 2009 Ⅳ Toyo	Ito 2005-2009

51 148 2009 Ⅴ Collective	E�periments.Spanish	Arquitecto 2010

52 149 2010 Ⅰ Collective	E�periments.Spanish	Arquitecto.vol.Ⅱ2010

53 150 2010 Ⅱ David　Chipperfield 2006-2009

54 151 2010 Ⅲ Sou	Fujimoto 2003-2010

55 152+153 2010 Ⅳ.Ⅴ Herzog&De	Meuron 2005-2010

56 154 2011 Ⅰ Aires	Mateus 2002-2011

57 155 2011 Ⅱ SANAA 2008-2011

58 157 2011 Ⅳ Studio	Mumbai 2003-2012

59 158 2011 Ⅴ John	Pawson 2006-2011

60 159 2012 Ⅰ Neutelings	Riedijk 2003-2012

61 161 2012 Ⅲ Mansilla+Tunon 1992-2012

62 162 2012 Ⅳ RCR	Arquitecto 2007-2012

63 163/164 2012 Ⅴ.� Glenn	Murcutt 1998-2012

64 166 2013 Ⅱ Caruros	St	John 1993-2013

65 167 2013 Ⅲ Smiljan	Radic 2003-2013

66 168/169 2013 Ⅳ.Ⅴ Alvaro	Siza 2008-2013

67 170 2014 Ⅰ Joaoluisca	Milhodagraca 2002-2013

68 171 2014 Ⅱ Selgas	Cano 2003-2013

69 172 2014 Ⅲ Steven	Holl 2008-2014

70 173 2014 Ⅳ M�RD� 2003-2014

71 174/175 2014 Ⅴ.� David　Chipperfield 2010-2014

72 176 2015 Ⅰ Souto	De	Moura 2009-2014

73 179/180 2015 Ⅳ.Ⅴ SANAA 2011-2015

74 181 2015 � Cuatro	Estragias 2015

75 182 2016 Ⅰ Christian	Kerez/Junya	Ishigami 2010-2015/2005-2015

76 183 2016 Ⅱ Jean	Nouvel 2007-2016

77 184 2016 Ⅲ Amid.cerog/Mosar	Chitects 2010-2016/2008-2016

78 185 2016 Ⅳ Office	Kersten	Geers+David	�anseveren 2003-2016

79 186 2016 Ⅴ Aires	Mateus 2011-2016

80 187 2016 � Sergison	Bates 2004-206

81 188 2017 Ⅰ Tham&�idegard 2005-2017

82 189 2017 Ⅱ Sanchez	Garia	Paya	Ginones 2017

83 190 2017 Ⅲ RCR	Arquitectes 2012-2017

寳神尚史＋太田温子／日吉坂事務所
デザインスペースの分解

調査対象の選定

調査対象

歩いて読み取る町の特性 道がつくる町の表情

町と連携するデザインチーム 町の高齢化問題と町の表情の再構築

町の変化に合わせる

駐車場と木賃住宅が密集する ( 更新期にある ) エリアにデザインス

ペースと類型化した町の表情を再構築する。衰退した小工業の道を

引き継ぎ、デザインスペースとして新たに賑わいをつくる。

駐車場と木賃住宅跡地を繋ぎ、デザイ

ンスペースの道をつくる。

小さな敷地を繋ぎ合わせ、デザインス

ペースが町の道をまたぐことで、より

町との交点が増える。

また、ひとつながりのデザインスペー

スは各業種の機能の連携を濃密かつ

容易にする。

町の変化に合わせて徐々にデザイン

スペースの構築を行っていく。

既に駐車場になっている敷地と、木

賃住宅が建ちこれから更新期に入る

であろう敷地の計画時期を考慮する。

また、時間をかけることで町との関

係を丁寧につくる。そして今後更新

期に入る敷地に異業種のデザイン事

務所を誘致し、デザインスペースと

して町の賑わいを再構築する。

事務所の物や人の動きが町の道に

溢れる所内の道をつくる。

屋根に勾配を設け、町からの視線の

誘導と遮断を同時に確立する。

町の道の延長としてデザインスペー

スの道を引く。

デザインスペースの様子が町から垣

間見ることのできる「間」をつくる。

道による町の軸に南北の軸を合わせ

ることで密集した建物の中に緑の居

場所をつくる。

プロジェクトルーム

ミーティングルーム

レストラン・BAR

利用

利用
・

参加

利用
・

依頼

依頼

利用

利用賃貸住宅 ライブラリー

模型庫

模型室

木工室

機械室
貸しオフィス

デザインチームの人

職業

町の人

職業

町の表情の形態への反映
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レストスペース

イベントスペース イベントスペース
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ファブリケーションスペース ファブリケーションスペース

ファブリケーションスペース

デスクスペース デスクスペース
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ミーティングスペース ミーティングスペース

ミーティングスペース

ストレージスペース ストレージスペース

ストレージスペース

関東大震災復興公園。錦糸公園と並んで整備された。
700 本の桜が植えられる。都内有数のお花見場所。

蔵前

浅草寺

押上駅

上野駅

東京駅

0 500 m

N

本所吾妻橋駅

賜田公園

門前仲町駅

木場駅

錦糸町駅

猿江恩賜公園
江戸大火後、貯木場として
整備された。

木場公園 

清澄庭園
関東大震災の避難場所

砂町銀座商店街

明治通り 銀座通り

横綱町公園
東京大空襲後の仮埋葬地
安田財団所有後、
戦時中に陸軍被服廠がおかれる。

たばこと塩の博物館

大横川親水公園
1657 年（明暦 3 年）江戸大火
江戸の大火後改造により船路として活用
その後埋め立て公園へ

錦糸公園
関東大震災復興公園。
東京空襲後の仮埋葬地。

公園

新築

駐車場

木賃住宅 新築（施行中）

工房

飲食・サービス

倉庫

空き地

壁に這う風景を切り取る門

間を使って

抜ける間 道をちょっと借りて

緑の住人

デスク
スペース

ミーティング
スペース

ダイニング
スペース

ギャラリー
スペース

レスト
スペース

イベント
スペース

ストレージ
スペース

ファブリケーション
スペース

調査による写真・図版からデザ

インスペースのもつ機能を類型

化する。

デザインスペースの中で機能と

機能は完全に分かれることなく、

ひとつの空間に対し重複する場

合がある。

それぞれの機能の比率と、それ

らに付随する機能の比率から、

主機能と副機能その関係を明ら

かにする。

類型化した主な主機能と副機能

の関係を町に入れ込み構築する。

建築事務所、また町の小工業と

の連携を考慮した職業を主機能

の固定管理者として設ける。

主機能から派生する副機能に町

の人が入り込む余地のある用途

を設定していく。

形態だけではなく、プログラム

面での町との交流を図ることで、

デザインチーム内で関係が完結

せず連携を生む。
デザインスペース

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

建築雑誌を中心にデザイン事務

所の様子が写った写真・図版を

集める。

・新建築【全 105 事例】

・Elclocky【全 83 事例】

Rule 1 

より多くの事例を集めること、

身近な事務所に調査が偏らない

ようにすることを目的に公共に

出ている情報を基とする。

Rule 2

建築事務所との共通する機能を

明らかにするため、調査過程で

出てくる業務内容の異なる異業

種のデザイン事務所も「デザイ

ンするためにデザインされた空

間」として調査の対象とする。

フィールドワークの対象となる

町の選定を行う。広範囲から段

階を踏んで絞り込む。

事業の拡張性や依頼主との接触

を容易にすることを考慮する。

Fase 1

(1) 首都圏の新幹線停車駅・空港

をプロット。

(2)(1) の 20km 圏内が重なる範囲

に限定する。

Fase 2

(1) 近郊の地価をプロット。

(2)60 万円 / ㎡ ( 東京駅 10km

圏内で最下値 ) のエリアに絞る。

Fase 3

(1) 沿線をプロット。沿線が密集

する 2 エリアに絞る。

(2) 東京駅近郊、小工業の発達に

着目し押上エリアを選定する。

押 上 駅、 本 所 吾 妻 駅 を 結 ぶ

600m 四方を調査範囲とする。

大横川親水公園を中心に小工業

の工房や倉庫が多く存在する。

住宅も多く、住商工が一体となっ

ている。

しかし、戦後からの木造賃貸住

宅 ( 木賃住宅 ) の老朽化と住人の

高齢化が著しい。木賃住宅は駐

車場や空き地、マンションに姿

を変え、町の更新期に入ってい

ることがわかる。小工業もつく

り手の高齢化、技術の発達で多

くのシャッターが閉まる。

高齢化や小工業の衰退が見える

一方で道の豊かさに目が止まる。

生活のもの溢れる道から、運搬

車両が通る道まで 20m~30m の

間隔で入り組んでいる。遡るこ

と安政 2 年から、人口の減少と

増加を繰り返し、その度、道の

使われ方は変わってきた。町が

高齢化になり人口が減少してい

く今後、道の歴史をどのように

繋ぐかを考察する。

目につく町の表情をとにかく写

真に収めた。その約 1000 枚の

写真から町の表情を類型化する。

明暦の大火後、江戸城

下にあった武家屋敷と

寺の移住地として開拓

された。隅田川から引

く用水路で町の区画を

とり、区画ごとに貯木

場を設けて開拓を行っ

た。

小工業の発達に伴い人口増加

し、区画の間に道が引かれ分割

されていった。

関東大震災により、人口が著し

く減少する。この際、貯木場で

あった場所が避難所や仮埋葬場

として使われた。

関東大空襲により震災復興から増加

傾向にあった人口はまた減少する。

建物がなくなり、道だけが残った。

残った道を基に町が再び、復興を

遂げる。小工業も再発達する。用

水路は埋立てられ親水公園となる。
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デスクスペース ミーティングスペース

ストレージスペース ファブリケーションスペース

イベントスペース

ダイニングスペース ギャラリースペース

レストスペース

ダイニングスペース

ダイング・キッチン

ギャラリースペース

昭和 38 年 /goo こちず

昭和 38 年平成 29 年

平成 29 年 / フィールドワーク調査

昭和 22 年

安政 2 年

人口

人口

安政 2 年

安政 2 年 /goo こちず

明治 2 年大正 12 年

明治 2 年 / goo こちず

昭和 22 年 /goo こちず
Fase 1

Fase 2

Fase 3

公共 古くから残り、より不特

定多数の人が使う道。

特定の住人しか使わな

い。生活雑多で溢れる。私的

利用

利用

町の道

町の道

駐車場

時間

木密

誘致

誘致

依頼

駐車場
木賃密集

Elclocky新建築

John Pawson

SANAA

BIG

SANAA RCR Arquitecto

hue+ Junya Ishigami

BMW グッゲンハイムラボ BIG

Herzog&De Meuron TENTOSHI

CG デザイン

建築デザイン

WEB デザイン

SE デザイン フォトグラファー

出版デザイン

レジデンス

ファブラボ

フードデザイン

印刷会社

小工業 / 工場

安政 2 年

安政 2 年

明治 2 年

明治 2 年

昭和 22 年

昭和 22 年

建築事務所

周辺の町

1 57 1992 Ⅱ Juan	Navarro	Baldweg 1982-1992

2 67 1994 Ⅲ Bolles+Wilson 1990-1994

3 70 1994 Ⅴ Spanish	Architecture 1994

4 73 1995 Juan	Navarro	Baldweg 1992-1995

5 76 1995 Ⅴ Spanish	Architecture 1995

6 83 1997 Ⅰ Peter	Eisenman 1990-1997

7 85 1997 Ⅲ Wiel	Arets 1993-1997

8 53+79 1998 OMA	Rem	Koolhaas 1987-1998

9 65/66 1998 Jean	Nouvel 1987-1998

10 88/89 1998 Ⅰ Worlds【1】 1998

11 91 1998 Ⅲ Worlds【2】 1998

12 94 1999 Ⅰ Neutelings	Riedijk 1992-1999

13 96/97+106/107 2002 In	Progress 1999-2002

14 98 1999 Ⅴ Rafael	Moneo 1995-2000

15 65/66+95 2000 Alvaro	Siza 1958-2000

16 60+84 2000 Herzog&De	Meuron 1981-2000

17 102 2000 Ⅳ Annette	Gigon 1989-2000

18 104 2001 Ⅰ Dominique	Perrault 1990-2001

19 105 2001 Ⅱ Bolles+Wilson 1995-2001

20 108 2001 Ⅴ Steven	Holl 1998-2002

21 109/110 2002 Ⅰ.Ⅱ Herzog&De	Meuron 1998-2002

22 112/113 2002 Ⅳ.Ⅴ Jean	Nouvel 1994-2001

23 114【Ⅰ】 2003 Ⅰ Sauerbruch　Hutton　Architects 1997-2003

24 114【Ⅱ】 2003 Ⅰ Niric+Njiric 1997-2003

25 115/116【Ⅰ】 2003 Ⅱ.Ⅲ Foreign	Office	Architects 1996-2003

26 115/116【Ⅱ】 2003 Ⅱ.Ⅲ Mansilla+Tunon	Arquitecto 2001-2003

27 115/116【Ⅲ】 2003 Ⅱ.Ⅲ RCR	Arquitecto 1999-2003

28 117 2003 Ⅳ Frank	Gehry 1996-2003

29 118 2003 Ⅴ No.Mad	Cero 2001-2004

30 119 2004 Ⅰ Work.Systems,Spanish	Arquitecto 1996-2001

31 123 2004 Ⅴ Toyo	Ito 2001-2005

32 124 2005 Ⅰ Eduardo	Souto	De	Moura 1995-2005

33 126 2005 Ⅲ Xaveer	De	Geyter 1992-2005

34 127 2005 Ⅳ John	Pawson 1995-2005

35 128 2005 Ⅴ Josep	Llinas 2000-2005

36 129/130 2006 Ⅰ.Ⅱ Herzog&De	Meuron 2002-2006

37 131/132 2006 Ⅲ.Ⅳ OMA 1996-2006

38 133 2006 Ⅴ Juan	Navarro	Baldweg 1997-2006

39 134/135 2007 OMA 1996-2007

40 136/137 2007 Ⅲ.Ⅳ Work.SystemsⅡ,Spanish	Arquitecto 2004-2007

41 138 2007 Ⅴ RCR	Arquitecto 2003-2007

42 139 2008 Ⅰ SANAA 2004-2008

NameN.

43 140 2008 Ⅱ Alvaro	Siza 2001-2008

44 141 2008 Ⅲ Steven	Holl 2004-2008

45 142 2008 Ⅳ Architectural	Practices.Spanish	Arquitecto 2008

46 143 2008 Ⅴ Gigon	Guyer 2001-2008

47 144 2009 Ⅰ EMBT 2000-2008

48 145 2009 Ⅱ Christian	Kerez 1992-2009

49 146 2009 Ⅲ Souto	De	Moura 2005-2009

50 147 2009 Ⅳ Toyo	Ito 2005-2009

51 148 2009 Ⅴ Collective	E�periments.Spanish	Arquitecto 2010

52 149 2010 Ⅰ Collective	E�periments.Spanish	Arquitecto.vol.Ⅱ2010

53 150 2010 Ⅱ David　Chipperfield 2006-2009

54 151 2010 Ⅲ Sou	Fujimoto 2003-2010

55 152+153 2010 Ⅳ.Ⅴ Herzog&De	Meuron 2005-2010

56 154 2011 Ⅰ Aires	Mateus 2002-2011

57 155 2011 Ⅱ SANAA 2008-2011

58 157 2011 Ⅳ Studio	Mumbai 2003-2012

59 158 2011 Ⅴ John	Pawson 2006-2011

60 159 2012 Ⅰ Neutelings	Riedijk 2003-2012

61 161 2012 Ⅲ Mansilla+Tunon 1992-2012

62 162 2012 Ⅳ RCR	Arquitecto 2007-2012

63 163/164 2012 Ⅴ.� Glenn	Murcutt 1998-2012

64 166 2013 Ⅱ Caruros	St	John 1993-2013

65 167 2013 Ⅲ Smiljan	Radic 2003-2013

66 168/169 2013 Ⅳ.Ⅴ Alvaro	Siza 2008-2013

67 170 2014 Ⅰ Joaoluisca	Milhodagraca 2002-2013

68 171 2014 Ⅱ Selgas	Cano 2003-2013

69 172 2014 Ⅲ Steven	Holl 2008-2014

70 173 2014 Ⅳ M�RD� 2003-2014

71 174/175 2014 Ⅴ.� David　Chipperfield 2010-2014

72 176 2015 Ⅰ Souto	De	Moura 2009-2014

73 179/180 2015 Ⅳ.Ⅴ SANAA 2011-2015

74 181 2015 � Cuatro	Estragias 2015

75 182 2016 Ⅰ Christian	Kerez/Junya	Ishigami 2010-2015/2005-2015

76 183 2016 Ⅱ Jean	Nouvel 2007-2016

77 184 2016 Ⅲ Amid.cerog/Mosar	Chitects 2010-2016/2008-2016

78 185 2016 Ⅳ Office	Kersten	Geers+David	�anseveren 2003-2016

79 186 2016 Ⅴ Aires	Mateus 2011-2016

80 187 2016 � Sergison	Bates 2004-206

81 188 2017 Ⅰ Tham&�idegard 2005-2017

82 189 2017 Ⅱ Sanchez	Garia	Paya	Ginones 2017

83 190 2017 Ⅲ RCR	Arquitectes 2012-2017

寳神尚史＋太田温子／日吉坂事務所
デザインスペースの分解

調査対象の選定

調査対象

歩いて読み取る町の特性 道がつくる町の表情

町と連携するデザインチーム 町の高齢化問題と町の表情の再構築

町の変化に合わせる

駐車場と木賃住宅が密集する ( 更新期にある ) エリアにデザインス

ペースと類型化した町の表情を再構築する。衰退した小工業の道を

引き継ぎ、デザインスペースとして新たに賑わいをつくる。

駐車場と木賃住宅跡地を繋ぎ、デザイ

ンスペースの道をつくる。

小さな敷地を繋ぎ合わせ、デザインス

ペースが町の道をまたぐことで、より

町との交点が増える。

また、ひとつながりのデザインスペー

スは各業種の機能の連携を濃密かつ

容易にする。

町の変化に合わせて徐々にデザイン

スペースの構築を行っていく。

既に駐車場になっている敷地と、木

賃住宅が建ちこれから更新期に入る

であろう敷地の計画時期を考慮する。

また、時間をかけることで町との関

係を丁寧につくる。そして今後更新

期に入る敷地に異業種のデザイン事

務所を誘致し、デザインスペースと

して町の賑わいを再構築する。

事務所の物や人の動きが町の道に

溢れる所内の道をつくる。

屋根に勾配を設け、町からの視線の

誘導と遮断を同時に確立する。

町の道の延長としてデザインスペー

スの道を引く。

デザインスペースの様子が町から垣

間見ることのできる「間」をつくる。

道による町の軸に南北の軸を合わせ

ることで密集した建物の中に緑の居

場所をつくる。

プロジェクトルーム

ミーティングルーム

レストラン・BAR

利用

利用
・

参加

利用
・

依頼

依頼

利用

利用賃貸住宅 ライブラリー

模型庫

模型室

木工室

機械室
貸しオフィス

デザインチームの人

職業

町の人

職業

町の表情の形態への反映
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ダイニングスペース ダイニングスペース

ギャラリースペース ギャラリースペース

レストスペース レストスペース

レストスペース

イベントスペース イベントスペース

イベントスペース

ファブリケーションスペース ファブリケーションスペース

ファブリケーションスペース

デスクスペース デスクスペース

デスクスペース

ミーティングスペース ミーティングスペース

ミーティングスペース

ストレージスペース ストレージスペース

ストレージスペース

関東大震災復興公園。錦糸公園と並んで整備された。
700 本の桜が植えられる。都内有数のお花見場所。

蔵前

浅草寺

押上駅

上野駅

東京駅

0 500 m

N

本所吾妻橋駅

賜田公園

門前仲町駅

木場駅

錦糸町駅

猿江恩賜公園
江戸大火後、貯木場として
整備された。

木場公園 

清澄庭園
関東大震災の避難場所

砂町銀座商店街

明治通り 銀座通り

横綱町公園
東京大空襲後の仮埋葬地
安田財団所有後、
戦時中に陸軍被服廠がおかれる。

たばこと塩の博物館

大横川親水公園
1657 年（明暦 3 年）江戸大火
江戸の大火後改造により船路として活用
その後埋め立て公園へ

錦糸公園
関東大震災復興公園。
東京空襲後の仮埋葬地。

公園

新築

駐車場

木賃住宅 新築（施行中）

工房

飲食・サービス

倉庫

空き地

壁に這う風景を切り取る門

間を使って

抜ける間 道をちょっと借りて

緑の住人

デスク
スペース

ミーティング
スペース

ダイニング
スペース

ギャラリー
スペース

レスト
スペース

イベント
スペース

ストレージ
スペース

ファブリケーション
スペース

調査による写真・図版からデザ

インスペースのもつ機能を類型

化する。

デザインスペースの中で機能と

機能は完全に分かれることなく、

ひとつの空間に対し重複する場

合がある。

それぞれの機能の比率と、それ

らに付随する機能の比率から、

主機能と副機能その関係を明ら

かにする。

類型化した主な主機能と副機能

の関係を町に入れ込み構築する。

建築事務所、また町の小工業と

の連携を考慮した職業を主機能

の固定管理者として設ける。

主機能から派生する副機能に町

の人が入り込む余地のある用途

を設定していく。

形態だけではなく、プログラム

面での町との交流を図ることで、

デザインチーム内で関係が完結

せず連携を生む。
デザインスペース

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

建築雑誌を中心にデザイン事務

所の様子が写った写真・図版を

集める。

・新建築【全 105 事例】

・Elclocky【全 83 事例】

Rule 1 

より多くの事例を集めること、

身近な事務所に調査が偏らない

ようにすることを目的に公共に

出ている情報を基とする。

Rule 2

建築事務所との共通する機能を

明らかにするため、調査過程で

出てくる業務内容の異なる異業

種のデザイン事務所も「デザイ

ンするためにデザインされた空

間」として調査の対象とする。

フィールドワークの対象となる

町の選定を行う。広範囲から段

階を踏んで絞り込む。

事業の拡張性や依頼主との接触

を容易にすることを考慮する。

Fase 1

(1) 首都圏の新幹線停車駅・空港

をプロット。

(2)(1) の 20km 圏内が重なる範囲

に限定する。

Fase 2

(1) 近郊の地価をプロット。

(2)60 万円 / ㎡ ( 東京駅 10km

圏内で最下値 ) のエリアに絞る。

Fase 3

(1) 沿線をプロット。沿線が密集

する 2 エリアに絞る。

(2) 東京駅近郊、小工業の発達に

着目し押上エリアを選定する。

押 上 駅、 本 所 吾 妻 駅 を 結 ぶ

600m 四方を調査範囲とする。

大横川親水公園を中心に小工業

の工房や倉庫が多く存在する。

住宅も多く、住商工が一体となっ

ている。

しかし、戦後からの木造賃貸住

宅 ( 木賃住宅 ) の老朽化と住人の

高齢化が著しい。木賃住宅は駐

車場や空き地、マンションに姿

を変え、町の更新期に入ってい

ることがわかる。小工業もつく

り手の高齢化、技術の発達で多

くのシャッターが閉まる。

高齢化や小工業の衰退が見える

一方で道の豊かさに目が止まる。

生活のもの溢れる道から、運搬

車両が通る道まで 20m~30m の

間隔で入り組んでいる。遡るこ

と安政 2 年から、人口の減少と

増加を繰り返し、その度、道の

使われ方は変わってきた。町が

高齢化になり人口が減少してい

く今後、道の歴史をどのように

繋ぐかを考察する。

目につく町の表情をとにかく写

真に収めた。その約 1000 枚の

写真から町の表情を類型化する。

明暦の大火後、江戸城

下にあった武家屋敷と

寺の移住地として開拓

された。隅田川から引

く用水路で町の区画を

とり、区画ごとに貯木

場を設けて開拓を行っ

た。

小工業の発達に伴い人口増加

し、区画の間に道が引かれ分割

されていった。

関東大震災により、人口が著し

く減少する。この際、貯木場で

あった場所が避難所や仮埋葬場

として使われた。

関東大空襲により震災復興から増加

傾向にあった人口はまた減少する。

建物がなくなり、道だけが残った。

残った道を基に町が再び、復興を

遂げる。小工業も再発達する。用

水路は埋立てられ親水公園となる。
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デスクスペース ミーティングスペース

ストレージスペース ファブリケーションスペース

イベントスペース

ダイニングスペース ギャラリースペース

レストスペース

ダイニングスペース

ダイング・キッチン

ギャラリースペース

昭和 38 年 /goo こちず

昭和 38 年平成 29 年

平成 29 年 / フィールドワーク調査

昭和 22 年

安政 2 年

人口

人口

安政 2 年

安政 2 年 /goo こちず

明治 2 年大正 12 年

明治 2 年 / goo こちず

昭和 22 年 /goo こちず
Fase 1

Fase 2

Fase 3

公共 古くから残り、より不特

定多数の人が使う道。

特定の住人しか使わな

い。生活雑多で溢れる。私的

利用

利用

町の道

町の道

駐車場

時間

木密

誘致

誘致

依頼

駐車場
木賃密集

Elclocky新建築

John Pawson

SANAA

BIG

SANAA RCR Arquitecto

hue+ Junya Ishigami

BMW グッゲンハイムラボ BIG

Herzog&De Meuron TENTOSHI

CG デザイン

建築デザイン

WEB デザイン

SE デザイン フォトグラファー

出版デザイン

レジデンス

ファブラボ

フードデザイン

印刷会社

小工業 / 工場

安政 2 年

安政 2 年

明治 2 年

明治 2 年

昭和 22 年

昭和 22 年

建築事務所

周辺の町

1 57 1992 Ⅱ Juan	Navarro	Baldweg 1982-1992

2 67 1994 Ⅲ Bolles+Wilson 1990-1994

3 70 1994 Ⅴ Spanish	Architecture 1994

4 73 1995 Juan	Navarro	Baldweg 1992-1995

5 76 1995 Ⅴ Spanish	Architecture 1995

6 83 1997 Ⅰ Peter	Eisenman 1990-1997

7 85 1997 Ⅲ Wiel	Arets 1993-1997

8 53+79 1998 OMA	Rem	Koolhaas 1987-1998

9 65/66 1998 Jean	Nouvel 1987-1998

10 88/89 1998 Ⅰ Worlds【1】 1998

11 91 1998 Ⅲ Worlds【2】 1998

12 94 1999 Ⅰ Neutelings	Riedijk 1992-1999

13 96/97+106/107 2002 In	Progress 1999-2002

14 98 1999 Ⅴ Rafael	Moneo 1995-2000

15 65/66+95 2000 Alvaro	Siza 1958-2000

16 60+84 2000 Herzog&De	Meuron 1981-2000

17 102 2000 Ⅳ Annette	Gigon 1989-2000

18 104 2001 Ⅰ Dominique	Perrault 1990-2001

19 105 2001 Ⅱ Bolles+Wilson 1995-2001

20 108 2001 Ⅴ Steven	Holl 1998-2002

21 109/110 2002 Ⅰ.Ⅱ Herzog&De	Meuron 1998-2002

22 112/113 2002 Ⅳ.Ⅴ Jean	Nouvel 1994-2001

23 114【Ⅰ】 2003 Ⅰ Sauerbruch　Hutton　Architects 1997-2003

24 114【Ⅱ】 2003 Ⅰ Niric+Njiric 1997-2003

25 115/116【Ⅰ】 2003 Ⅱ.Ⅲ Foreign	Office	Architects 1996-2003

26 115/116【Ⅱ】 2003 Ⅱ.Ⅲ Mansilla+Tunon	Arquitecto 2001-2003

27 115/116【Ⅲ】 2003 Ⅱ.Ⅲ RCR	Arquitecto 1999-2003

28 117 2003 Ⅳ Frank	Gehry 1996-2003

29 118 2003 Ⅴ No.Mad	Cero 2001-2004

30 119 2004 Ⅰ Work.Systems,Spanish	Arquitecto 1996-2001

31 123 2004 Ⅴ Toyo	Ito 2001-2005

32 124 2005 Ⅰ Eduardo	Souto	De	Moura 1995-2005

33 126 2005 Ⅲ Xaveer	De	Geyter 1992-2005

34 127 2005 Ⅳ John	Pawson 1995-2005

35 128 2005 Ⅴ Josep	Llinas 2000-2005

36 129/130 2006 Ⅰ.Ⅱ Herzog&De	Meuron 2002-2006

37 131/132 2006 Ⅲ.Ⅳ OMA 1996-2006

38 133 2006 Ⅴ Juan	Navarro	Baldweg 1997-2006

39 134/135 2007 OMA 1996-2007

40 136/137 2007 Ⅲ.Ⅳ Work.SystemsⅡ,Spanish	Arquitecto 2004-2007

41 138 2007 Ⅴ RCR	Arquitecto 2003-2007

42 139 2008 Ⅰ SANAA 2004-2008

NameN.

43 140 2008 Ⅱ Alvaro	Siza 2001-2008

44 141 2008 Ⅲ Steven	Holl 2004-2008

45 142 2008 Ⅳ Architectural	Practices.Spanish	Arquitecto 2008

46 143 2008 Ⅴ Gigon	Guyer 2001-2008

47 144 2009 Ⅰ EMBT 2000-2008

48 145 2009 Ⅱ Christian	Kerez 1992-2009

49 146 2009 Ⅲ Souto	De	Moura 2005-2009

50 147 2009 Ⅳ Toyo	Ito 2005-2009

51 148 2009 Ⅴ Collective	E�periments.Spanish	Arquitecto 2010

52 149 2010 Ⅰ Collective	E�periments.Spanish	Arquitecto.vol.Ⅱ2010

53 150 2010 Ⅱ David　Chipperfield 2006-2009

54 151 2010 Ⅲ Sou	Fujimoto 2003-2010

55 152+153 2010 Ⅳ.Ⅴ Herzog&De	Meuron 2005-2010

56 154 2011 Ⅰ Aires	Mateus 2002-2011

57 155 2011 Ⅱ SANAA 2008-2011

58 157 2011 Ⅳ Studio	Mumbai 2003-2012

59 158 2011 Ⅴ John	Pawson 2006-2011

60 159 2012 Ⅰ Neutelings	Riedijk 2003-2012

61 161 2012 Ⅲ Mansilla+Tunon 1992-2012

62 162 2012 Ⅳ RCR	Arquitecto 2007-2012

63 163/164 2012 Ⅴ.� Glenn	Murcutt 1998-2012

64 166 2013 Ⅱ Caruros	St	John 1993-2013

65 167 2013 Ⅲ Smiljan	Radic 2003-2013

66 168/169 2013 Ⅳ.Ⅴ Alvaro	Siza 2008-2013

67 170 2014 Ⅰ Joaoluisca	Milhodagraca 2002-2013

68 171 2014 Ⅱ Selgas	Cano 2003-2013

69 172 2014 Ⅲ Steven	Holl 2008-2014

70 173 2014 Ⅳ M�RD� 2003-2014

71 174/175 2014 Ⅴ.� David　Chipperfield 2010-2014

72 176 2015 Ⅰ Souto	De	Moura 2009-2014

73 179/180 2015 Ⅳ.Ⅴ SANAA 2011-2015

74 181 2015 � Cuatro	Estragias 2015

75 182 2016 Ⅰ Christian	Kerez/Junya	Ishigami 2010-2015/2005-2015

76 183 2016 Ⅱ Jean	Nouvel 2007-2016

77 184 2016 Ⅲ Amid.cerog/Mosar	Chitects 2010-2016/2008-2016

78 185 2016 Ⅳ Office	Kersten	Geers+David	�anseveren 2003-2016

79 186 2016 Ⅴ Aires	Mateus 2011-2016

80 187 2016 � Sergison	Bates 2004-206

81 188 2017 Ⅰ Tham&�idegard 2005-2017

82 189 2017 Ⅱ Sanchez	Garia	Paya	Ginones 2017

83 190 2017 Ⅲ RCR	Arquitectes 2012-2017

寳神尚史＋太田温子／日吉坂事務所
デザインスペースの分解

調査対象の選定

調査対象

歩いて読み取る町の特性 道がつくる町の表情

町と連携するデザインチーム 町の高齢化問題と町の表情の再構築

町の変化に合わせる

駐車場と木賃住宅が密集する ( 更新期にある ) エリアにデザインス

ペースと類型化した町の表情を再構築する。衰退した小工業の道を

引き継ぎ、デザインスペースとして新たに賑わいをつくる。

駐車場と木賃住宅跡地を繋ぎ、デザイ

ンスペースの道をつくる。

小さな敷地を繋ぎ合わせ、デザインス

ペースが町の道をまたぐことで、より

町との交点が増える。

また、ひとつながりのデザインスペー

スは各業種の機能の連携を濃密かつ

容易にする。

町の変化に合わせて徐々にデザイン

スペースの構築を行っていく。

既に駐車場になっている敷地と、木

賃住宅が建ちこれから更新期に入る

であろう敷地の計画時期を考慮する。

また、時間をかけることで町との関

係を丁寧につくる。そして今後更新

期に入る敷地に異業種のデザイン事

務所を誘致し、デザインスペースと

して町の賑わいを再構築する。

事務所の物や人の動きが町の道に

溢れる所内の道をつくる。

屋根に勾配を設け、町からの視線の

誘導と遮断を同時に確立する。

町の道の延長としてデザインスペー

スの道を引く。

デザインスペースの様子が町から垣

間見ることのできる「間」をつくる。

道による町の軸に南北の軸を合わせ

ることで密集した建物の中に緑の居

場所をつくる。

プロジェクトルーム

ミーティングルーム

レストラン・BAR

利用

利用
・

参加

利用
・

依頼

依頼

利用

利用賃貸住宅 ライブラリー

模型庫

模型室

木工室

機械室
貸しオフィス

デザインチームの人

職業

町の人

職業

町の表情の形態への反映
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ダイニングスペース ダイニングスペース

ギャラリースペース ギャラリースペース

レストスペース レストスペース

レストスペース

イベントスペース イベントスペース

イベントスペース

ファブリケーションスペース ファブリケーションスペース

ファブリケーションスペース

デスクスペース デスクスペース

デスクスペース

ミーティングスペース ミーティングスペース

ミーティングスペース

ストレージスペース ストレージスペース

ストレージスペース

関東大震災復興公園。錦糸公園と並んで整備された。
700 本の桜が植えられる。都内有数のお花見場所。

蔵前

浅草寺

押上駅

上野駅

東京駅

0 500 m

N

本所吾妻橋駅

賜田公園

門前仲町駅

木場駅

錦糸町駅

猿江恩賜公園
江戸大火後、貯木場として
整備された。

木場公園 

清澄庭園
関東大震災の避難場所

砂町銀座商店街

明治通り 銀座通り

横綱町公園
東京大空襲後の仮埋葬地
安田財団所有後、
戦時中に陸軍被服廠がおかれる。

たばこと塩の博物館

大横川親水公園
1657 年（明暦 3 年）江戸大火
江戸の大火後改造により船路として活用
その後埋め立て公園へ

錦糸公園
関東大震災復興公園。
東京空襲後の仮埋葬地。

公園

新築

駐車場

木賃住宅 新築（施行中）

工房

飲食・サービス

倉庫

空き地

壁に這う風景を切り取る門

間を使って

抜ける間 道をちょっと借りて

緑の住人

デスク
スペース

ミーティング
スペース

ダイニング
スペース

ギャラリー
スペース

レスト
スペース

イベント
スペース

ストレージ
スペース

ファブリケーション
スペース

調査による写真・図版からデザ

インスペースのもつ機能を類型

化する。

デザインスペースの中で機能と

機能は完全に分かれることなく、

ひとつの空間に対し重複する場

合がある。

それぞれの機能の比率と、それ

らに付随する機能の比率から、

主機能と副機能その関係を明ら

かにする。

類型化した主な主機能と副機能

の関係を町に入れ込み構築する。

建築事務所、また町の小工業と

の連携を考慮した職業を主機能

の固定管理者として設ける。

主機能から派生する副機能に町

の人が入り込む余地のある用途

を設定していく。

形態だけではなく、プログラム

面での町との交流を図ることで、

デザインチーム内で関係が完結

せず連携を生む。
デザインスペース

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

建築雑誌を中心にデザイン事務

所の様子が写った写真・図版を

集める。

・新建築【全 105 事例】

・Elclocky【全 83 事例】

Rule 1 

より多くの事例を集めること、

身近な事務所に調査が偏らない

ようにすることを目的に公共に

出ている情報を基とする。

Rule 2

建築事務所との共通する機能を

明らかにするため、調査過程で

出てくる業務内容の異なる異業

種のデザイン事務所も「デザイ

ンするためにデザインされた空

間」として調査の対象とする。

フィールドワークの対象となる

町の選定を行う。広範囲から段

階を踏んで絞り込む。

事業の拡張性や依頼主との接触

を容易にすることを考慮する。

Fase 1

(1) 首都圏の新幹線停車駅・空港

をプロット。

(2)(1) の 20km 圏内が重なる範囲

に限定する。

Fase 2

(1) 近郊の地価をプロット。

(2)60 万円 / ㎡ ( 東京駅 10km

圏内で最下値 ) のエリアに絞る。

Fase 3

(1) 沿線をプロット。沿線が密集

する 2 エリアに絞る。

(2) 東京駅近郊、小工業の発達に

着目し押上エリアを選定する。

押 上 駅、 本 所 吾 妻 駅 を 結 ぶ

600m 四方を調査範囲とする。

大横川親水公園を中心に小工業

の工房や倉庫が多く存在する。

住宅も多く、住商工が一体となっ

ている。

しかし、戦後からの木造賃貸住

宅 ( 木賃住宅 ) の老朽化と住人の

高齢化が著しい。木賃住宅は駐

車場や空き地、マンションに姿

を変え、町の更新期に入ってい

ることがわかる。小工業もつく

り手の高齢化、技術の発達で多

くのシャッターが閉まる。

高齢化や小工業の衰退が見える

一方で道の豊かさに目が止まる。

生活のもの溢れる道から、運搬

車両が通る道まで 20m~30m の

間隔で入り組んでいる。遡るこ

と安政 2 年から、人口の減少と

増加を繰り返し、その度、道の

使われ方は変わってきた。町が

高齢化になり人口が減少してい

く今後、道の歴史をどのように

繋ぐかを考察する。

目につく町の表情をとにかく写

真に収めた。その約 1000 枚の

写真から町の表情を類型化する。

明暦の大火後、江戸城

下にあった武家屋敷と

寺の移住地として開拓

された。隅田川から引

く用水路で町の区画を

とり、区画ごとに貯木

場を設けて開拓を行っ

た。

小工業の発達に伴い人口増加

し、区画の間に道が引かれ分割

されていった。

関東大震災により、人口が著し

く減少する。この際、貯木場で

あった場所が避難所や仮埋葬場

として使われた。

関東大空襲により震災復興から増加

傾向にあった人口はまた減少する。

建物がなくなり、道だけが残った。

残った道を基に町が再び、復興を

遂げる。小工業も再発達する。用

水路は埋立てられ親水公園となる。
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デスクスペース ミーティングスペース

ストレージスペース ファブリケーションスペース

イベントスペース

ダイニングスペース ギャラリースペース

レストスペース

ダイニングスペース

ダイング・キッチン

ギャラリースペース

昭和 38 年 /goo こちず

昭和 38 年平成 29 年

平成 29 年 / フィールドワーク調査

昭和 22 年

安政 2 年

人口

人口

安政 2 年

安政 2 年 /goo こちず

明治 2 年大正 12 年

明治 2 年 / goo こちず

昭和 22 年 /goo こちず
Fase 1

Fase 2

Fase 3

公共 古くから残り、より不特

定多数の人が使う道。

特定の住人しか使わな

い。生活雑多で溢れる。私的

利用

利用

町の道

町の道

駐車場

時間

木密

誘致

誘致

依頼

駐車場
木賃密集

Elclocky新建築

John Pawson

SANAA

BIG

SANAA RCR Arquitecto

hue+ Junya Ishigami

BMW グッゲンハイムラボ BIG

Herzog&De Meuron TENTOSHI

CG デザイン

建築デザイン

WEB デザイン

SE デザイン フォトグラファー

出版デザイン

レジデンス

ファブラボ

フードデザイン

印刷会社

小工業 / 工場

安政 2 年

安政 2 年

明治 2 年

明治 2 年

昭和 22 年

昭和 22 年

建築事務所

周辺の町

1 57 1992 Ⅱ Juan	Navarro	Baldweg 1982-1992

2 67 1994 Ⅲ Bolles+Wilson 1990-1994

3 70 1994 Ⅴ Spanish	Architecture 1994

4 73 1995 Juan	Navarro	Baldweg 1992-1995

5 76 1995 Ⅴ Spanish	Architecture 1995

6 83 1997 Ⅰ Peter	Eisenman 1990-1997

7 85 1997 Ⅲ Wiel	Arets 1993-1997

8 53+79 1998 OMA	Rem	Koolhaas 1987-1998

9 65/66 1998 Jean	Nouvel 1987-1998

10 88/89 1998 Ⅰ Worlds【1】 1998

11 91 1998 Ⅲ Worlds【2】 1998

12 94 1999 Ⅰ Neutelings	Riedijk 1992-1999

13 96/97+106/107 2002 In	Progress 1999-2002

14 98 1999 Ⅴ Rafael	Moneo 1995-2000

15 65/66+95 2000 Alvaro	Siza 1958-2000

16 60+84 2000 Herzog&De	Meuron 1981-2000

17 102 2000 Ⅳ Annette	Gigon 1989-2000

18 104 2001 Ⅰ Dominique	Perrault 1990-2001

19 105 2001 Ⅱ Bolles+Wilson 1995-2001

20 108 2001 Ⅴ Steven	Holl 1998-2002

21 109/110 2002 Ⅰ.Ⅱ Herzog&De	Meuron 1998-2002

22 112/113 2002 Ⅳ.Ⅴ Jean	Nouvel 1994-2001

23 114【Ⅰ】 2003 Ⅰ Sauerbruch　Hutton　Architects 1997-2003

24 114【Ⅱ】 2003 Ⅰ Niric+Njiric 1997-2003

25 115/116【Ⅰ】 2003 Ⅱ.Ⅲ Foreign	Office	Architects 1996-2003

26 115/116【Ⅱ】 2003 Ⅱ.Ⅲ Mansilla+Tunon	Arquitecto 2001-2003

27 115/116【Ⅲ】 2003 Ⅱ.Ⅲ RCR	Arquitecto 1999-2003

28 117 2003 Ⅳ Frank	Gehry 1996-2003

29 118 2003 Ⅴ No.Mad	Cero 2001-2004

30 119 2004 Ⅰ Work.Systems,Spanish	Arquitecto 1996-2001

31 123 2004 Ⅴ Toyo	Ito 2001-2005

32 124 2005 Ⅰ Eduardo	Souto	De	Moura 1995-2005

33 126 2005 Ⅲ Xaveer	De	Geyter 1992-2005

34 127 2005 Ⅳ John	Pawson 1995-2005

35 128 2005 Ⅴ Josep	Llinas 2000-2005

36 129/130 2006 Ⅰ.Ⅱ Herzog&De	Meuron 2002-2006

37 131/132 2006 Ⅲ.Ⅳ OMA 1996-2006

38 133 2006 Ⅴ Juan	Navarro	Baldweg 1997-2006

39 134/135 2007 OMA 1996-2007

40 136/137 2007 Ⅲ.Ⅳ Work.SystemsⅡ,Spanish	Arquitecto 2004-2007

41 138 2007 Ⅴ RCR	Arquitecto 2003-2007

42 139 2008 Ⅰ SANAA 2004-2008

NameN.

43 140 2008 Ⅱ Alvaro	Siza 2001-2008

44 141 2008 Ⅲ Steven	Holl 2004-2008

45 142 2008 Ⅳ Architectural	Practices.Spanish	Arquitecto 2008

46 143 2008 Ⅴ Gigon	Guyer 2001-2008

47 144 2009 Ⅰ EMBT 2000-2008

48 145 2009 Ⅱ Christian	Kerez 1992-2009

49 146 2009 Ⅲ Souto	De	Moura 2005-2009

50 147 2009 Ⅳ Toyo	Ito 2005-2009

51 148 2009 Ⅴ Collective	E�periments.Spanish	Arquitecto 2010

52 149 2010 Ⅰ Collective	E�periments.Spanish	Arquitecto.vol.Ⅱ2010

53 150 2010 Ⅱ David　Chipperfield 2006-2009

54 151 2010 Ⅲ Sou	Fujimoto 2003-2010

55 152+153 2010 Ⅳ.Ⅴ Herzog&De	Meuron 2005-2010

56 154 2011 Ⅰ Aires	Mateus 2002-2011

57 155 2011 Ⅱ SANAA 2008-2011

58 157 2011 Ⅳ Studio	Mumbai 2003-2012

59 158 2011 Ⅴ John	Pawson 2006-2011

60 159 2012 Ⅰ Neutelings	Riedijk 2003-2012

61 161 2012 Ⅲ Mansilla+Tunon 1992-2012

62 162 2012 Ⅳ RCR	Arquitecto 2007-2012

63 163/164 2012 Ⅴ.� Glenn	Murcutt 1998-2012

64 166 2013 Ⅱ Caruros	St	John 1993-2013

65 167 2013 Ⅲ Smiljan	Radic 2003-2013

66 168/169 2013 Ⅳ.Ⅴ Alvaro	Siza 2008-2013

67 170 2014 Ⅰ Joaoluisca	Milhodagraca 2002-2013

68 171 2014 Ⅱ Selgas	Cano 2003-2013

69 172 2014 Ⅲ Steven	Holl 2008-2014

70 173 2014 Ⅳ M�RD� 2003-2014

71 174/175 2014 Ⅴ.� David　Chipperfield 2010-2014

72 176 2015 Ⅰ Souto	De	Moura 2009-2014

73 179/180 2015 Ⅳ.Ⅴ SANAA 2011-2015

74 181 2015 � Cuatro	Estragias 2015

75 182 2016 Ⅰ Christian	Kerez/Junya	Ishigami 2010-2015/2005-2015

76 183 2016 Ⅱ Jean	Nouvel 2007-2016

77 184 2016 Ⅲ Amid.cerog/Mosar	Chitects 2010-2016/2008-2016

78 185 2016 Ⅳ Office	Kersten	Geers+David	�anseveren 2003-2016

79 186 2016 Ⅴ Aires	Mateus 2011-2016

80 187 2016 � Sergison	Bates 2004-206

81 188 2017 Ⅰ Tham&�idegard 2005-2017

82 189 2017 Ⅱ Sanchez	Garia	Paya	Ginones 2017

83 190 2017 Ⅲ RCR	Arquitectes 2012-2017

寳神尚史＋太田温子／日吉坂事務所
デザインスペースの分解

調査対象の選定

調査対象

歩いて読み取る町の特性 道がつくる町の表情

町と連携するデザインチーム 町の高齢化問題と町の表情の再構築

町の変化に合わせる

駐車場と木賃住宅が密集する ( 更新期にある ) エリアにデザインス

ペースと類型化した町の表情を再構築する。衰退した小工業の道を

引き継ぎ、デザインスペースとして新たに賑わいをつくる。

駐車場と木賃住宅跡地を繋ぎ、デザイ

ンスペースの道をつくる。

小さな敷地を繋ぎ合わせ、デザインス

ペースが町の道をまたぐことで、より

町との交点が増える。

また、ひとつながりのデザインスペー

スは各業種の機能の連携を濃密かつ

容易にする。

町の変化に合わせて徐々にデザイン

スペースの構築を行っていく。

既に駐車場になっている敷地と、木

賃住宅が建ちこれから更新期に入る

であろう敷地の計画時期を考慮する。

また、時間をかけることで町との関

係を丁寧につくる。そして今後更新

期に入る敷地に異業種のデザイン事

務所を誘致し、デザインスペースと

して町の賑わいを再構築する。

事務所の物や人の動きが町の道に

溢れる所内の道をつくる。

屋根に勾配を設け、町からの視線の

誘導と遮断を同時に確立する。

町の道の延長としてデザインスペー

スの道を引く。

デザインスペースの様子が町から垣

間見ることのできる「間」をつくる。

道による町の軸に南北の軸を合わせ

ることで密集した建物の中に緑の居

場所をつくる。

プロジェクトルーム

ミーティングルーム

レストラン・BAR

利用

利用
・

参加

利用
・

依頼

依頼

利用

利用賃貸住宅 ライブラリー

模型庫

模型室

木工室

機械室
貸しオフィス

デザインチームの人

職業

町の人

職業

町の表情の形態への反映
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ダイニングスペース ダイニングスペース

ギャラリースペース ギャラリースペース

レストスペース レストスペース

レストスペース

イベントスペース イベントスペース

イベントスペース

ファブリケーションスペース ファブリケーションスペース

ファブリケーションスペース

デスクスペース デスクスペース

デスクスペース

ミーティングスペース ミーティングスペース

ミーティングスペース

ストレージスペース ストレージスペース

ストレージスペース

関東大震災復興公園。錦糸公園と並んで整備された。
700 本の桜が植えられる。都内有数のお花見場所。

蔵前

浅草寺

押上駅

上野駅

東京駅

0 500 m

N

本所吾妻橋駅

賜田公園

門前仲町駅

木場駅

錦糸町駅

猿江恩賜公園
江戸大火後、貯木場として
整備された。

木場公園 

清澄庭園
関東大震災の避難場所

砂町銀座商店街

明治通り 銀座通り

横綱町公園
東京大空襲後の仮埋葬地
安田財団所有後、
戦時中に陸軍被服廠がおかれる。

たばこと塩の博物館

大横川親水公園
1657 年（明暦 3 年）江戸大火
江戸の大火後改造により船路として活用
その後埋め立て公園へ

錦糸公園
関東大震災復興公園。
東京空襲後の仮埋葬地。

公園

新築

駐車場

木賃住宅 新築（施行中）

工房

飲食・サービス

倉庫

空き地

壁に這う風景を切り取る門

間を使って

抜ける間 道をちょっと借りて

緑の住人

デスク
スペース

ミーティング
スペース

ダイニング
スペース

ギャラリー
スペース

レスト
スペース

イベント
スペース

ストレージ
スペース

ファブリケーション
スペース

調査による写真・図版からデザ

インスペースのもつ機能を類型

化する。

デザインスペースの中で機能と

機能は完全に分かれることなく、

ひとつの空間に対し重複する場

合がある。

それぞれの機能の比率と、それ

らに付随する機能の比率から、

主機能と副機能その関係を明ら

かにする。

類型化した主な主機能と副機能

の関係を町に入れ込み構築する。

建築事務所、また町の小工業と

の連携を考慮した職業を主機能

の固定管理者として設ける。

主機能から派生する副機能に町

の人が入り込む余地のある用途

を設定していく。

形態だけではなく、プログラム

面での町との交流を図ることで、

デザインチーム内で関係が完結

せず連携を生む。
デザインスペース

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

機能

建築雑誌を中心にデザイン事務

所の様子が写った写真・図版を

集める。

・新建築【全 105 事例】

・Elclocky【全 83 事例】

Rule 1 

より多くの事例を集めること、

身近な事務所に調査が偏らない

ようにすることを目的に公共に

出ている情報を基とする。

Rule 2

建築事務所との共通する機能を

明らかにするため、調査過程で

出てくる業務内容の異なる異業

種のデザイン事務所も「デザイ

ンするためにデザインされた空

間」として調査の対象とする。

フィールドワークの対象となる

町の選定を行う。広範囲から段

階を踏んで絞り込む。

事業の拡張性や依頼主との接触

を容易にすることを考慮する。

Fase 1

(1) 首都圏の新幹線停車駅・空港

をプロット。

(2)(1) の 20km 圏内が重なる範囲

に限定する。

Fase 2

(1) 近郊の地価をプロット。

(2)60 万円 / ㎡ ( 東京駅 10km

圏内で最下値 ) のエリアに絞る。

Fase 3

(1) 沿線をプロット。沿線が密集

する 2 エリアに絞る。

(2) 東京駅近郊、小工業の発達に

着目し押上エリアを選定する。

押 上 駅、 本 所 吾 妻 駅 を 結 ぶ

600m 四方を調査範囲とする。

大横川親水公園を中心に小工業

の工房や倉庫が多く存在する。

住宅も多く、住商工が一体となっ

ている。

しかし、戦後からの木造賃貸住

宅 ( 木賃住宅 ) の老朽化と住人の

高齢化が著しい。木賃住宅は駐

車場や空き地、マンションに姿

を変え、町の更新期に入ってい

ることがわかる。小工業もつく

り手の高齢化、技術の発達で多

くのシャッターが閉まる。

高齢化や小工業の衰退が見える

一方で道の豊かさに目が止まる。

生活のもの溢れる道から、運搬

車両が通る道まで 20m~30m の

間隔で入り組んでいる。遡るこ

と安政 2 年から、人口の減少と

増加を繰り返し、その度、道の

使われ方は変わってきた。町が

高齢化になり人口が減少してい

く今後、道の歴史をどのように

繋ぐかを考察する。

目につく町の表情をとにかく写

真に収めた。その約 1000 枚の

写真から町の表情を類型化する。

明暦の大火後、江戸城

下にあった武家屋敷と

寺の移住地として開拓

された。隅田川から引

く用水路で町の区画を

とり、区画ごとに貯木

場を設けて開拓を行っ

た。

小工業の発達に伴い人口増加

し、区画の間に道が引かれ分割

されていった。

関東大震災により、人口が著し

く減少する。この際、貯木場で

あった場所が避難所や仮埋葬場

として使われた。

関東大空襲により震災復興から増加

傾向にあった人口はまた減少する。

建物がなくなり、道だけが残った。

残った道を基に町が再び、復興を

遂げる。小工業も再発達する。用

水路は埋立てられ親水公園となる。
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デスクスペース ミーティングスペース

ストレージスペース ファブリケーションスペース

イベントスペース

ダイニングスペース ギャラリースペース

レストスペース

ダイニングスペース

ダイング・キッチン

ギャラリースペース

昭和 38 年 /goo こちず

昭和 38 年平成 29 年

平成 29 年 / フィールドワーク調査

昭和 22 年

安政 2 年

人口

人口

安政 2 年

安政 2 年 /goo こちず

明治 2 年大正 12 年

明治 2 年 / goo こちず

昭和 22 年 /goo こちず
Fase 1

Fase 2

Fase 3

公共 古くから残り、より不特

定多数の人が使う道。

特定の住人しか使わな

い。生活雑多で溢れる。私的

利用

利用

町の道

町の道

駐車場

時間

木密

誘致

誘致

依頼

駐車場
木賃密集
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